
こんにちは、丹頂ガスの丹羽です。いつも「たんちょう通信」をお読

みくださり、誠にありがとうございます。さて、7月1日より高校3年
生への新卒採用の求人公開が始まりました。早速、私は常連校の

「県立四日市商業高等学校」へ訪問しました。5年前に入社した、

河合菜摘さん（通称：なっちゃん）から、毎年泗商から一名ずつ女
子社員を入れています。今年で6年目です。なっちゃんは、毎月この

「たんちょう通信」の構成と作成をしています。ひょんなことから、

彼女が絵を描くことが好きだと分かり、それ以来、「たんちょう通信」の作成をお願
いしています。イラストがとても優しく、柔らかく感じがいいと皆様からも好評を頂い

ており、正に適材適所です。就職先で卒業生が活躍する姿は、進路課の先生に

とって何よりも嬉しいことだとも報告を受けております。学校へ行くと進路課の先生
から「社長、今年はどのような生徒をお探しですか？」と逆に質問をされ、本当に

嬉しいばかりです。今年も8月上旬に泗商から4名ほど生徒が「会社見学」に来ま

す。どんな子が来るかとっても楽しみです。その反面、男子社員の採用の現状は非
常に厳しいです。今年も例年のように、四工、四中工、そして桑工と３校の地元工

業高校へ求人募集に行きました。2年前から桑工よりインターシップの実習生を迎

えています。今年も電気科から大久保くんと瀬川くんの2名に来てもらっています。
実際の電気工事の現場に入って実習しています。年間20日間ほどの実習です。彼

らが興味をもって仕事をしている姿を見ていると、本当はそのまま卒業後もウチで仕

事をしてくれたらいいのになと思います。しかし、地元企業の現実はそう甘くありませ
ん。インターンシップを受け入れたから、そのまま就職とはいきません。人材不足で

困っている企業は五万といます。もちろん大企業もです。昨年の桑工の進路先一覧

を見せていただいところ、卒業生の就職先は、見事にトヨタ、ホンダなどの超一流
企業でした。地元企業も数社ありましたが、やはり中核的な有名企業でした。これ

では真っ向から勝負しても勝ち目はありません。実際、地元中小零細企業でも福

利厚生が充実している会社はあると思います。また将来のビジョンが明確で、社員
にとって「やり甲斐のある仕事」をしている会社は多いと思います。弊社のミッショ

ンは「地域を守ること」です。「お客さまの毎日の生活」を守り続け、お困りごとを

解決するお助け隊として「たんちょう隊」
を結成しました。このままでいくと１０年

後は、女子隊員で構成される可能性

があります。しかし、これもまた良しと
して、女性が活躍できる職場づくりも

同時にしていきます。私たちと一緒に

「地域で活躍」する男子社員を
引き続き探していきます。
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